
取組事例紹介 

 

働き方改革応援レシピ     

 

企業間交流制度で視野を広く 

・留学制度を利用した従業員にとっては、あたかも転職したかのような環境に身を置くことで、自身のスキルや 
 考え方の確認ができ、キャリアアップにつながった。 
・企業にとっても、留学制度を利用した従業員が留学先で得た気づきや新しい視点を持ち帰り、周囲のメンバー 
 に好影響を与えるなどのメリットがあった。 

地方のＩＴ企業は、都心部より同業界の企業との接点が少なく、キャリアアップの機会が減ると思われ、人材が定
着しないことから、「企業間交換留学制度」の導入に取り組んだ。 

 情報通信業向け  

業種：情報通信業 従業員数：133名 

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！ 
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人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！ 
No.73 

 そのほかの事例紹介、働き方改革の活用方法等については、 
「愛知県働き方改革推進支援センター（平成30年度実施機関：愛知県社会保険労務士会）」で相談を受け付けています。 

■ 本      部：名古屋市熱田区三本松町３－１             ☎０１２０－８６８６０４ 
                                                                             hatarakikata@aichi-sr.com 

■ 豊橋出張所：豊橋市花田町字石塚４２－１（豊橋商工会議所内）  ☎０８００－２００－５２６２ 
                                                                             hatarakikatatoyo@aichi-sr.com 
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～人材定着・育成の工夫～ 

そ（情）2- ver.１（No.73） 

＜クロスターンシップ（企業間交換留学制度）の導入＞ 
○社員の成長機会を積極的に提供できる職場環境の整備を目 
 指し、都心部にある企業との交換留学制度を締結。 
○留学期間中は日報や週報を通じて活動内容を報告。 
○留学終了後には、自社と留学先企業に向けての課題と改善提 
 案のプレゼンを行い、その後１年間の活動計画を発表。 

また若手社員が東京にある
会社に転職するといって退
職してしまった。 

なぜ、東京に行くので
しょうか。 

従業員が自身のキャリアアップに不安を感じているのであ
れば、たとえば、企業間交換留学制度を導入してみてはど
うでしょうか。 
制度を利用すれば、本人のスキルアップにつながりますし、
企業にとっても良い影響を与えるはずですよ。 

都心部にある企業との交換留学制度を導入したとこ
ろ、従業員のスキルアップにつながりました。また、
新しい視点を持ち帰ってもらうことで、周囲のメン
バーに好影響を与えるなど、社員・企業共に成長す
ることができました。 

企業間交換留学制度
（転籍等を含めた留
学先での取扱い）に
ついては就業規則に
明記 

就
業 

規
則 

従業員にその理由を聞いてみたら、ＩＴ業界は都心部にいた
方が業界内の人との交流が多くできるし、「自分のスキルは
社外でも通用するのか」ということを考えたようだ。 


